
市 議 会 だ よ り第２０２号 2012年（平成24年）８月11日 （2）

　６月定例会では、28 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

　社民・市民＝社民・市民ネット

地 域

広
尾
に
あ
る
複
合
施
設
（
広
尾
み
ら
い
保
育
園
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
広
尾
苑
）

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

本
市
と
船
橋
市
は
、
市
川
市

東
浜
１
丁
目
地
先
と
船
橋
市
潮

見
町
地
先
の
人
工
海
浜
施
設
等

に
関
し
、
共
同
使
用
及
び
管
理

に
つ
い
て
、
平
成
24
年
３
月
に

合
意
し
た
と
聞
く
。
そ
の
内
容

と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、共
同
管
理
の
実
施
に
は
、

役
割
や
費
用
の
分
担
な
ど
、
今

後
課
題
も
出
て
く
る
と
思
う

船
橋
市
と
共
同
管
理
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
に
一
歩
前
進

東浜の人工海浜

が
、市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

合
意
の
内
容
は
、
共
同
使

用
及
び
管
理
の
対
象
や
、
開
始

時
期
を
25
年
４
月
と
す
る
等
の

基
本
的
な
事
項
で
あ
り
、
本
市

に
と
っ
て
も
ふ
れ
あ
い
の
場
づ

く
り
等
に
一
歩
近
づ
い
た
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
当
面
の

維
持
管
理
や
費
用
負
担
等
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
管
理
協
定
の

締
結
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

髙
坂　

進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

今
回
の
消
費
税
の
引
き
上
げ

は
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
と
い
う
名
の
も
と
に
行
わ
れ

る
が
、
そ
の
実
態
は
保
障
が
置

き
去
り
に
さ
れ
た
も
の
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
市
民
に
と
っ

て
は
消
費
税
の
負
担
が
増
す
の

み
で
な
く
、
他
の
税
と
あ
わ
せ

何
重
も
の
負
担
と
な
る
。
市
民

の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
対

市
民
生
活
保
障
の
た
め
ど
う
対
処
す
る

状
況
の
変
化
を
注
視
し
適
切
に
対
応

消費税引き上げ

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

消
費
税
の
引
き
上
げ
は
、

景
気
や
市
民
生
活
、
さ
ら
に
は

市
行
政
に
対
し
て
影
響
が
生
じ

る
と
考
え
て
い
る
が
、
国
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障

制
度
を
確
立
で
き
な
け
れ
ば
意

味
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
は
、
今
後
の
進
展
を
注

視
し
、そ
の
時
々
の
変
化
に
応
じ

た
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
。

石
崎
ひ
で
ゆ
き
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

平
成
23
年
の
本
市
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
１
０
３
・
８
と

高
い
ま
ま
で
あ
る
。
原
因
の
一

つ
に
、職
員
の
給
料
表
が
あ
り
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
国
家
公
務
員

よ
り
も
高
給
の
人
が
５
級
職
以

上
に
多
い
と
か
、
級
が
下
の
人

が
上
の
人
よ
り
も
高
給
で
あ
る

と
い
う
例
が
あ
る
。
地
方
公
務

員
法
は
職
務
給
の
原
則
や
情
勢

高
水
準
は
給
料
表
に
一
因 

改
善
す
べ
き

給
与
全
体
を
視
野
に
改
善
を
図
り
た
い

ラスパイレス指数

適
応
の
原
則
を
定
め
て
お
り
、

法
の
趣
旨
に
従
い
改
善
す
べ
き

と
考
え
る
。市
の
認
識
を
問
う
。

答　

職
員
の
給
料
は
条
例
で
定

め
る
給
料
表
に
基
づ
い
て
支
給

し
て
い
る
が
、
級
に
よ
っ
て
は

国
家
公
務
員
と
比
較
し
て
支
給

額
が
上
回
る
例
も
あ
る
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。
給
与
全
体
を

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
、
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

佐
藤
義
一
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

今
、子
ど
も
の
虐
待
や
高
齢
者

の
孤
立
死
が
頻
発
し
て
い
る
。

私
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視

す
る
あ
ま
り
、
近
隣
や
保
護
者

同
士
の
交
流
の
希
薄
化
が
社
会

背
景
に
あ
り
、
個
人
情
報
保
護

法
の
施
行
が
さ
ら
に
拍
車
を
か

け
た
と
考
え
る
。「
地
域
ふ
れ
あ

い
名
簿
作
り
」
の
よ
う
な
制
度

を
本
市
で
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

地
域
ふ
れ
あ
い
名
簿
の
作
成
制
度
は

他
市
の
制
度
も
参
考
に
研
究
し
た
い

地域での交流

答　

現
在
、
市
内
の
自
治
会
や

学
校
、
幼
稚
園
で
の
名
簿
の
作

成
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
施

行
後
、
簡
略
化
が
進
ん
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
一
方
、
他
自
治

体
で
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
下

で
名
簿
を
作
り
や
す
く
す
る
条

例
を
定
め
る
例
も
あ
り
、
法
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
身
近

な
支
え
あ
い
が
で
き
る
よ
う
に

制
度
研
究
を
行
い
た
い
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

多
く
の
高
齢
者
が
認
知
症
に

な
り
得
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

認
知
症
の
高
齢
者
が
安
心
し
て

家
庭
や
地
域
の
中
で
暮
ら
せ
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
地
域
社
会
で
の
見
守
り

が
不
可
欠
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

本
市
に
お
け
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
実
施
状
況
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
地
域
ネ
ッ
ト

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

ど
う
強
化
す
る

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
等
実
施
し
て
支
援

認知症サポーター

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
問
う
。

答　

養
成
講
座
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
末
ま
で
に
１
２
９

回
実
施
し
、
約
４
千
人
が
参
加

し
た
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
た
め
、

今
後
も
講
座
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
等
を
実
施

し
支
援
し
て
い
き
た
い
。

稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
へ
の
支
援
の
方
法
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、

高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
内
容

と
現
状
、
事
業
効
果
や
課
題
、

今
後
の
方
向
性
を
問
う
。
ま
た
、

地
域
活
動
の
情
報
提
供
や
文
化

施
設
の
入
場
料
の
割
引
で
ク
ラ

ブ
活
動
を
活
性
化
で
き
な
い
か
。

答　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
対
し
て

行
政
に
よ
る
支
援 

内
容
と
効
果
は

補
助
と
事
業
支
援
で
円
滑
運
営
に
寄
与

高齢者クラブ

は
、
補
助
金
に
よ
る
ク
ラ
ブ
の

運
営
費
助
成
と
事
業
に
よ
る
支

援
が
あ
る
。
ク
ラ
ブ
の
円
滑
な

運
営
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
通

し
て
高
齢
者
福
祉
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
が
、
会
員
減
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
連
合
会

と
連
携
し
て
会
員
の
増
加
に
努

め
る
と
と
も
に
地
域
活
動
の
情

報
提
供
や
入
場
料
割
引
に
つ
い

て
協
議
検
討
を
進
め
る
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
拡

大
や
現
物
給
付
化
は
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

社
会
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
入

院
医
療
費
に
つ
い
て
、県
で
は
、

平
成
24
年
12
月
か
ら
、
助
成
対

象
年
齢
を
中
学
３
年
生
ま
で
に

引
き
上
げ
、現
物
給
付
と
な
る
。

一
方
、
通
院
医
療
費
の
本
市
で

の
償
還
払
い
部
分
を
、
現
物
給

実
現
に
向
け
関
係
機
関
と
協
議
検
討
す
る

子ども医療費助成

付
化
で
き
な
い
か
。

答　

県
に
お
い
て
は
、
入
院
医

療
費
の
助
成
対
象
の
拡
大
に
伴

い
、
通
院
医
療
費
に
つ
き
各
市

町
村
の
判
断
で
現
物
給
付
が
で

き
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等

の
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
方

針
が
示
さ
れ
た
。市
と
し
て
は
、

財
政
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
、

現
物
給
付
化
に
向
け
て
関
係
機

関
と
協
議
し
、検
討
し
て
い
く
。

増
田
好
秀
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

子
ど
も
と
高
齢
者
と
の
交
流

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、

保
育
園
と
高
齢
者
施
設
な
ど
の

複
合
施
設
が
必
要
と
考
え
る
。

市
は
、
こ
の
よ
う
な
施
設
整
備

を
、
今
ま
で
何
カ
所
行
っ
て
き

た
の
か
問
う
。
ま
た
、
今
後
、

事
業
者
か
ら
複
合
施
設
を
建
設

し
た
い
と
希
望
が
あ
っ
た
場

合
、
市
と
し
て
増
設
し
て
い
く

複
合
施
設
の
整
備
計
画
は

事
業
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
く

保育園と高齢者施設

考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、
市
内
に
は
保
育
園

と
高
齢
者
施
設
の
複
合
施
設
は

３
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
現

段
階
で
複
合
施
設
を
建
設
す
る

計
画
は
な
い
が
、
今
後
、
事
業

者
か
ら
併
設
の
希
望
が
あ
り
、

立
地
条
件
等
が
整
え
ば
、
開
設

に
向
け
て
、
国
・
県
へ
の
手
続

き
等
を
含
め
、
市
は
支
援
を
し

て
い
く
。

通
院
医
療
費 
現
物
給
付
に
で
き
な
い
か

保 健 ・ 福 祉

行 財 政


